
　
2022年９月期  第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2022年５月13日

上場会社名 株式会社 ディア・ライフ 上場取引所  東

コード番号 3245 ＵＲＬ  https://www.dear-life.co.jp/

代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）阿部　幸広

問合せ先責任者 （役職名）
取締役コーポレートストラテ

ジーユニット長
（氏名）秋田　誠二郎 ＴＥＬ  03-5210-3721

四半期報告書提出予定日 2022年５月13日

四半期決算補足説明資料作成の有無：有

四半期決算説明会開催の有無      ：無

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年９月期第２四半期 11,512 136.2 521 265.7 473 134.3 647 527.1

2021年９月期第２四半期 4,873 △32.2 142 △72.2 202 △58.9 103 △65.7

（注）包括利益 2022年９月期第２四半期 614百万円（494.9％） 2021年９月期第２四半期 103百万円（△65.7％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年９月期第２四半期 16.76 16.57

2021年９月期第２四半期 2.68 2.67

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年９月期第２四半期 41,163 16,482 39.1

2021年９月期 27,738 15,611 54.8

（参考）自己資本 2022年９月期第２四半期 16,110百万円 2021年９月期 15,210百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年９月期 － 0.00 － 30.00 30.00

2022年９月期 － 0.00

2022年９月期（予想） － 34.00 34.00

（％表示は、対前期増減率）

経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％

通期 5,000 21.5 3,200 19.1

１．2022年９月期第２四半期の連結業績（2021年10月１日～2022年３月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年９月期の連結業績目標（2021年10月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

当社グループの業績は主力事業のリアルエステート事業における不動産の売買動向によっては収益が大きく変動する可能

性があり、現時点における通期予測については不確定要素が多いことから、合理的に仮定された条件に基づいて算出され

た「連結業績予想」に代えて、当社グループの当連結会計年度の経営目標である「連結業績目標」を開示しております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年９月期２Ｑ 41,641,700株 2021年９月期 40,856,500株

②  期末自己株式数 2022年９月期２Ｑ 998,012株 2021年９月期 3,110,512株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年９月期２Ｑ 38,648,446株 2021年９月期２Ｑ 38,519,156株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる結果となる可能性があります。

　業績目標の前提となる条件および業績目標のご利用にあたっての注意事項等については、決算短信３ページ「１．

当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、依然として新型コロナウイルス感染症の影響が長期化いたし

ましたが、変異株が弱毒化傾向であることに加え、ワクチン接種の進展を背景に、３月にはまん延防止等重点措置

法が全面解除されるなど、感染対策と社会経済活動の両立に大きく舵が切られました。しかしながら、東欧情勢な

どの地政学的リスクや、金融資本市場の変動が国内経済に与える影響は不透明であり、注視し続ける必要がありま

す。

当社グループの属する不動産業界におきましては、国内の良好な資金調達環境、利回りの高さを背景に、国内外

の不動産投資需要は引き続き高水準で推移いたしました。

このような状況の下、当社はこれまでと同様に、長期的に安定した需要の見込める東京都心エリアにおいて、住

居系不動産用地に加え、商業用不動産用地の仕入も積極的に行い、また投資案件の大型化を進めてまいりました。

当第２四半期連結累計期間における当社グループの経営成績は、売上高は11,512百万円(前年同四半期比136.2％

増)、営業利益は521百万円(前年同四半期比265.7％増)、経常利益は473百万円(前年同四半期比134.3％増)、親会

社株主に帰属する四半期純利益は647百万円(前年同四半期比527.1％増)という結果となりました。

セグメントの概況は次のとおりであります。

　（リアルエステート事業）

　　当社グループが展開するリアルエステート事業におきましては、開発プロジェクトや収益不動産をデベロッパ

ーや一般事業法人等に売却してまいりました。また、「亀戸Ⅲプロジェクト」や「DeLCCS四谷荒木町」など20件

の開発用地及び収益不動産の仕入を当第２四半期連結会計期間に行いました。今後に関する取引も順調に推移

し、10件の売却契約と、７件の取得契約が完了しております。

　　以上の結果、売上高は9,349百万円（前年同四半期比96.8％増）、営業利益1,053百万円（前年同四半期比

176.5％増）となりました。

　（セールスプロモーション事業）

　　連結子会社の株式会社ＤＬＸホールディングスが展開するセールスプロモーション事業におきましては、

株式会社N-STAFFにおいて、新型コロナウイルス変異株の感染拡大を背景に、非対面でのアウトバウンドセール

スが需要を捉え、派遣先が多様化・拡大いたしました。一方で、新規事業開発における初期投資を積極的に推進

し、売上高は2,163百万円（前年同四半期比1,661.1％増）、営業損失46百万円（前年同四半期は14百万円の営業

利益）となりました。
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（２）連結財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末における資産、負債及び純資産の状況は次のとおりであります。

（流動資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、38,894百万円（前連結会計年度末比51.3％増）と

なりました。これは主に、マンション開発用地の取得やマンション開発費用の発生により仕掛販売用不動産が

8,370百万円、販売用不動産が7,026百万円増加した一方で、現金及び預金が2,317百万円減少したことによるも

のです。

（固定資産）

当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、2,269百万円（前連結会計年度末比11.7％増）とな

りました。

（流動負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、5,430百万円（前連結会計年度末比37.7％増）とな

りました。これは主に、買掛金が137百万円、一年以内返済予定の長期借入金が1,864百万円増加した一方で、

納税により未払法人税等が1,255百万円減少したことによるものです。

（固定負債）

当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、19,249百万円（前連結会計年度末比135.2％増）と

なりました。これは主に、マンション開発用地及び収益不動産取得のための新規借入れによる長期借入金が

11,078百万円増加したことによるものです。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、16,482百万円（前連結会計年度末比5.6％増）となり

ました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益を647百万円計上した一方で、剰余金の配当を1,132

百万円行ったことによるものです。

なお、自己資本比率につきましては前連結会計年度末より15.7ポイント減少し39.1％となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ、2,467百万円減少し、12,250百万円となりました。

また、当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により使用した資金は、12,262百万円（前年同四半期は7,797百万円の資金の減少）となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純利益を845百万円計上した一方で、マンション開発用地の仕入や収益不動産

の取得により棚卸資産が11,545百万円増加したことによるものです。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により使用した資金は、1,103百万円（前年同四半期は474百万円の資金の増加）となりました。

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により得られた資金は、10,898百万円（前年同四半期は3,987百万円の資金の増加）となりました。

これは主に、マンション開発用地や収益不動産取得のための長期借入れによる収入が15,374百万円あった一方

で、販売用不動産の売却に伴う短期借入金及び長期借入金の返済による支出がそれぞれ120百万円、4,616百万

円あったことによるものです。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年９月期の通期連結業績目標につきましては、2021年11月12日発表の通期連結業績目標から変更はありませ

ん。

　ただし、今後も新型コロナウイルスの感染拡大が収束しない場合は、日本政府や地方自治体の緊急事態宣言等の長

期化による経済活動の停滞や悪化が想定されます。その場合、以下の事業等のリスクが発生する可能性があります。

(1) リアルエステート事業の不動産販売においては、投資家の不動産投資意欲の減退や金融収縮による資金調達環境

の悪化などにより不動産価格が低下するリスクがあります。

(2) リアルエステート事業の不動産開発においては、工事現場での感染者の発生や工事業者の営業自粛などに起因し

た竣工時期の遅延により売上計上時期がずれるリスクがあります。

(3) リアルエステート事業の不動産賃貸においては、緊急事態宣言に基づく営業自粛要請を受けた商業テナントに対

する賃料減額や支払い猶予などのリスクがあります。

(4) セールスプロモーション事業においては、クライアントが分譲・賃貸マンションのセールスを行うモデルルーム

等の営業を自粛し、当社が予定していた人数・期間の人材を派遣できないリスクがあります。

　今後の新型コロナウイルスの感染拡大が当社事業に与える影響に注視し、業績目標の修正が必要になった場合に

は、直ちに公表いたします。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,541 12,224

売掛金 390 408

有価証券 53 177

販売用不動産 4,550 11,577

仕掛販売用不動産 5,365 13,736

その他 804 770

流動資産合計 25,706 38,894

固定資産

有形固定資産 78 200

無形固定資産

のれん 617 565

その他 3 10

無形固定資産合計 620 575

投資その他の資産 1,333 1,493

固定資産合計 2,031 2,269

資産合計 27,738 41,163

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 124 262

短期借入金 220 275

１年内償還予定の社債 － 300

１年内返済予定の長期借入金 1,491 3,356

未払法人税等 1,423 168

その他 682 1,068

流動負債合計 3,942 5,430

固定負債

社債 1,600 1,406

長期借入金 6,504 17,582

資産除去債務 19 19

その他 61 241

固定負債合計 8,185 19,249

負債合計 12,127 24,680

純資産の部

株主資本

資本金 3,126 3,309

資本剰余金 3,779 4,072

利益剰余金 9,642 9,157

自己株式 △1,338 △429

株主資本合計 15,210 16,110

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 － △0

その他の包括利益累計額合計 － △0

新株予約権 0 5

非支配株主持分 400 367

純資産合計 15,611 16,482

負債純資産合計 27,738 41,163

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日

　至　2022年３月31日)

売上高 4,873 11,512

売上原価 4,305 9,550

売上総利益 567 1,962

販売費及び一般管理費 425 1,441

営業利益 142 521

営業外収益

有価証券運用益 84 111

投資有価証券売却益 － 8

持分法による投資利益 4 －

その他 23 20

営業外収益合計 112 140

営業外費用

支払利息 49 97

持分法による投資損失 － 6

長期前払費用償却 2 4

支払手数料 0 58

その他 0 20

営業外費用合計 53 187

経常利益 202 473

特別利益

負ののれん発生益 － 372

特別利益合計 － 372

特別損失

持分変動損失 27 －

投資有価証券評価損 6 －

特別損失合計 34 －

税金等調整前四半期純利益 168 845

法人税、住民税及び事業税 33 152

法人税等調整額 31 78

法人税等合計 64 231

四半期純利益 103 614

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） － △33

親会社株主に帰属する四半期純利益 103 647

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日

　至　2022年３月31日)

四半期純利益 103 614

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 － △0

その他の包括利益合計 － △0

四半期包括利益 103 614

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 103 647

非支配株主に係る四半期包括利益 － △33

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年10月１日
　至　2021年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年10月１日

　至　2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 168 845

減価償却費 15 86

のれん償却額 － 52

負ののれん発生益 － △372

支払利息 45 97

持分法による投資損益（△は益） △4 6

有価証券運用損益（△は益） △84 △111

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 6 △8

持分変動損益（△は益） 27 －

売上債権の増減額（△は増加） 3 △17

棚卸資産の増減額（△は増加） △6,116 △11,545

仕入債務の増減額（△は減少） △709 99

その他 △418 110

小計 △7,067 △10,755

利息及び配当金の受取額 22 13

利息の支払額 △51 △101

法人税等の支払額 △702 △1,418

営業活動によるキャッシュ・フロー △7,797 △12,262

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △16

定期預金の払戻による収入 － 27

有価証券及び投資有価証券の売買による収支（純

額）
290 △24

有形固定資産の取得による支出 △0 △46

投資有価証券の取得による支出 △5 －

無形固定資産の取得による支出 － △0

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出
－ △1,001

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入
202 －

その他 △12 △39

投資活動によるキャッシュ・フロー 474 △1,103

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 620 175

短期借入金の返済による支出 △46 △120

長期借入れによる収入 6,588 15,374

長期借入金の返済による支出 △2,592 △4,616

社債の発行による収入 500 －

社債の償還による支出 － △118

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 363

新株予約権の発行による収入 － 9

自己株式の処分による収入 － 959

自己株式の取得による支出 △337 －

配当金の支払額 △736 △1,129

その他 △7 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,987 10,898

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,335 △2,467

現金及び現金同等物の期首残高 13,056 14,717

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,721 12,250

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント

合計リアル
エステート

事業

セールスプロ

モーション

事業

売上高

外部顧客への売上高 4,750 122 4,873

セグメント間の内部
売上高又は振替高 － 0 0

計 4,750 123 4,874

セグメント利益 381 14 395

（単位：百万円）

利益又は損失（△） 金額

報告セグメント計 395

セグメント間取引消去 0

全社費用（注） △253

四半期連結損益計算書の営業利益 142

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 2020年10月１日 至 2021年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

合計リアル
エステート

事業

セールスプロ

モーション

事業

売上高

外部顧客への売上高 9,349 2,163 11,512

セグメント間の内部
売上高又は振替高 － 1 1

計 9,349 2,164 11,514

セグメント利益 1,053 △46 1,007

（単位：百万円）

利益又は損失（△） 金額

報告セグメント計 1,007

セグメント間取引消去 0

全社費用（注） △486

四半期連結損益計算書の営業利益 521

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 2021年10月１日 至 2022年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社の管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません
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（重要な後発事象）

該当事項はありません

３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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